
働くことは、生きること

～「聞き書き」実習～

ＮＰＯ法人共存の森ネットワーク

事務局長 吉野奈保子



聞き書き甲子園－毎年100人、これまでに1700人以上の高校生が参加



我
々
の
仕
事
は
、

木
と
話
を
せ
ん
こ
と
に
は
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始
ま
り
ま
せ
ん
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未
だ
に
一
年
生
よ
。

今
、
六
十
八
じ
ゃ
け
ど
、

一
生
修
行
じ
ゃ
と
お
も
う
と
る
。



自
然
に
感
謝
せ
ん
と
い
か
ん
。

山
に
は
山
の
神
様
が
い
る
っ
て
、

婆
ち
ゃ
ん
た
ち
は
信
じ
と
る
か
ら
ね
。



お爺さん・お婆さん
70代以上

お父さん・お母さん
40代～60代

学生・若者
10代後半から30代

戦中・戦前生まれ
高度経済成長期
～バブル期 バブル以降

数万年続いた世界 歴史的大転換 たった60年の実績

農村中心（生きる＝働く） 都会中心（お金の社会）

自給自足 冷凍食品・レトルト

薪や炭 石油・ガス・原子力

体を使って働く 電化製品・パソコン

歩く・馬や牛 自動車・新幹線

伝統的な知恵や技 情報化社会

自然の厳しさ、豊かさ 地球温暖化・気候変動



働くこと・生きることの価値観の変化

高度経済成長期 以前

生きる ＝ 働く（身体を動かす）

働く ＝ 食べ物をつくる（農）

採集・狩猟

家をつくり保全する

繊維を紡ぐ、織る

火をおこす・・・

世の中の役に立つ

(世の中＝人、自然、家族、祖先、子孫）

高度経済成長 以降

生きる ＝ 自己の実現（思考の世界）

身体の保全（栄養素の摂取）

働く ＝ お金を得るため



「聞き書き」は「対話」



ディテールを大切に。

わかったつもりになるな。



具体的な生業（仕事・暮らし）を聞く

いつ？

誰が？

どこで？

何を？

どのように？

なぜ？

その作業を「映像」として

思い浮かべることができるように

質問を重ねていく

５Ｗ１Ｈ



録音した言葉を、一字一句、

書き起こして、文章にまとめていく。

いつの間にか・・・

名人の言葉は、

「自分が言いたいこと」になってきた。



■黒田茂さん 85歳（昭和11年生まれ） 阿口・杉集落

・山村で農業に従事。
・春は「子牛」、夏は「麦」、秋は「米」、冬は「タバコ」を売って収入を得ていた。
・昔の稲は早生品種がなく、11月に氷を割りながら稲刈りをした。

■藤井幸恵さん 82歳（昭和14年生まれ） 中津井・樽見集落

・カルスト台地の集落（石灰岩が侵食）
・畑は石が多い／天水を利用していた
・「乳牛」を飼い、「タバコ」を栽培していた

■高原歌子さん 93歳（昭和３年生まれ） 上水田・畔花集落

・有漢町の農家の生まれ
・戦前に小学校に入学。終戦を迎えたのは17歳のとき。
・上水田で「行商」をしていた家にお嫁に来て、「鮮魚店」・「仕出し屋」を営む。

■三好晋平さん 88歳（昭和８年生まれ） 上水田・井尾集落

・平野部で、稲作のほか「養蚕」に従事
・「養蚕」は昭和40年頃まで続けている
・築120年の家に住む／古い農具・民具も残っている


